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子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
と
教
育
の
ま
ち
「
舞
鶴
」
を
目
指
し
て

　

本
市
で
は
、ま
ち
づ
く
り
の
最
重
点
事
項
を
「
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
て
掲
げ
、

全
国
に
先
駆
け
た
「
舞
鶴
版
地
方
創
生
」
の
実
現
に
よ
り
、
時
代
に
合
っ
た
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
17
回
は
、
子
育
て
環
境
と
質
の
高

い
教
育
が
充
実
し
た
ま
ち
を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
子
ど
も
は
家
族
や
地
域
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
タ
カ
ラ
モ
ノ
で
、
子
育
て
環
境
の
充
実

は
、
子
ど
も
や
家
族
の
幸
せ
だ
け
で
は
な
く
、

舞
鶴
の
未
来
を
つ
く
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
本
市
は
、
全
国
や
府
内
と
比
べ
、
１
・
７
人

台
と
い
う
高
い
合
計
特
殊
出
生
率
（
図
１
参
照
）

を
保
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
入
所
待
ち

が
あ
る
大
都
市
圏
と
違
い
、
保
育
所
と
幼
稚
園

の
待
機
児
童
が
ゼ
ロ
と
い
っ
た
子
ど
も
を
安
心

し
て
産
み
・
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
さ
ら
な
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図

り
、「
子
ど
も
の
笑
顔
と
子
育
て
の
喜
び
が
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
家
庭
や

地
域
、
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
交
流
施
設
と
青
葉
山
ろ
く
公
園
の
整
備

　
平
成
27
年
４
月
25
日
㈯
、
前
島
地
区
に
お
い

て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
子
育

て
交
流
施
設
は
、「
豊
か
な
遊
び
を
通
し
た
学
び
、

育
ち
、
交
流
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
天
候
に
左

右
さ
れ
ず
、
子
ど
も
と
多
様
な
世
代
の
大
人
が

と
も
に
豊
か
な
遊
び
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
子
育
て
支
援
情
報
も

提
供
（
写
真
下
、
６
㌻
に
関
連
記
事
）。

　
ま
た
、
青
葉
山
ろ
く
公
園
に
は
、
25
基
の
遊

具
を
整
備
し
た
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
コ
ー
ス
が
今
春
完
成
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
年
代
に
応
じ
た
施
設
整
備
で
、
子

ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

　

第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
に

　
今
年
度
よ
り
、
子
育
て
家
庭
の
保
育
・
教
育

に
か
か
る
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
、
第
３
子

以
降
の
保
育
所
・
幼
稚
園
保
育
料
の
無
償
化
を

18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
ま

で
拡
充
し
ま
す
（
年
収
要
件
あ
り
）。
現
行
制
度

も
含
め
た
第
３
子
以
降
の
無
料
対
象
者
は
図
２

の
と
お
り
。
こ
の
施
策
は
、
京
都
府
内
全
市
町

村
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
全
国
初
の
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成

　
子
ど
も
の
健
康
の
保
持
・
増
進
と
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的
に
行
っ
て
き
た

医
療
費
助
成
を
、
平
成
27
年
9
月
診
療
分
か
ら

中
学
生
の
通
院
ま
で
拡
充
し
ま
す
。

　
中
学
生
の
入
院
費
用
の
自
己
負
担
額
が
月
３
，

０
０
０
円
か
ら
２
０
０
円
（
月
1
医
療
機
関
ご

と
）
に
。
ま
た
、
中
学
生
の
通
院
費
用
の
自
己

負
担
額
が
月
３
，
０
０
０
円
ま
で
と
な
る
助
成

を
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
医
療
費
に
か
か
る
自
己
負
担
額
と

本
制
度
の
推
移
は
図
３
の
と
お
り
。

子
育
て
環
境
の
充
実

（図１）合計特殊出生率の推移
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多
様
で
変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、
本
市

に
お
い
て
は
、
都
会
並
み
の
質
の
高
い
教
育
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
市
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
達
が
、

ふ
る
さ
と
「
舞
鶴
」
に
誇
り
を
持
ち
、
個
々
の

個
性
や
特
性
を
伸
ば
し
、
夢
の
実
現
に
向
け
て

粘
り
強
く
努
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か
で
、

社
会
に
貢
献
す
る
自
立
し
た
人
材
と
な
る
よ
う
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
取
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
生

き
る
力
」
の
確
実
な
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

幼
児
教
育
の
充
実

　
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基

礎
を
培
う
重
要
な
時
期
で
あ
り
、
遊
び
を
通
じ

た
学
び
の
中
で
、
考
え
る
力
や
人
と
か
か
わ
る

力
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
生
き
る
力
」
を
育
む
教
育
の
ま
ち

　
市
で
は
、
０
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

質
の
高
い
保
育
・
教
育
の
研
究
と
子
ど
も
を
主

体
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
保
育
の
実
践
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
本
年
度
に
は
、
本
市
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
で

あ
る
子
ど
も
の
将
来
像
を
「
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
し
て
示
し
、
他
市
の
モ
デ
ル
と
な
る
幼

児
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
推
進

　
学
力
の
向
上
と
学
校
生
活
へ
の
適
応
に
向
け
、

義
務
教
育
9
年
間
を
見
通
し
た
一
貫
性
の
あ
る

学
習
指
導
と
生
徒
指
導
、
そ
し
て
小
・
中
学
校

の
円
滑
な
接
続
を
目
指
し
た
小
中
一
貫
教
育
を

推
進
す
る
た
め
、
教
育
課
程
の
編
成
や
年
間
指

導
計
画
の
作
成
、
小
学
校
の
教
科
担
任
制
、
小
・

子育て交流施設

中
学
校
間
の
交
流
活
動
の
推
進
な
ど
を
検
討
・
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

夢
の
実
現
を
サ
ポ
ー
ト　

　
市
で
は
、
子
ど
も
達
の
夢
を
育
み
、
そ
の
夢

の
実
現
を
支
え
、
将
来
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
中
学
校
で
は
夢
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
力
診
断
テ
ス
ト
の
実
施
に
よ
り
、
生
徒
が

自
分
の
学
力
を
把
握
し
、
学
習
改
善
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
が
将
来
の
夢
を
考
え
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
意
義
を
学
ぶ
夢
講

演
会
の
実
施
（
左
下
写
真
）、
そ
し
て
今
年
度
か

ら
は
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
学
習
指
導
を

行
う
た
め
の
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
な
ど
、

学
力
向
上
に
向
け
た
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

▲両丹私立幼稚園園児大会（昨年 5 月 21 日）

▲余内小出身でバレーボール女子日本代表選手の
　井上愛里沙さんの夢講演会（１月 13 日）

▲神戸大大学院人間発達環境学研究科准教授の
北野幸子さんによる子育て講演会（昨年７月12日）

年度 区分 乳幼児 小学生 中学生

平成22年度
入院 200円

-
通院 200円 3,000円

平成23年度
入院

200円 -
通院

平成26年度
入院

200円
3,000円

通院 -

平成27年度
入院

200円
200円

通院 3,000円

（図３）子育て支援医療費助成 自己負担額の推移

パターン 例① 例② 例③

18 歳 ～
小学１年生

第１子

第１子 第２子

  保育所、
幼稚園

（０歳～就学前）

第１子 第２子
第３子 第２子

第３子
第３子

※第３子以降は無料

（図２）第３子以降無料対象者

（年度末時点）

※合計特殊出生率とは 1 人の女性が生涯
　に産むと見込まれる子どもの数


